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 学習指導要領において，情報教育及び教科

指導における ICT 活用について充実を図ら

れるよう求められている。このことは，教育

の情報化による教育の質の向上をより一層目

指していると言える。  

 「学校における教育の情報化の実態などに

関する調査」（文部科学省 平成25年３月）に

よると，平成21年度のスクール・ニューディー

ル政策で注目された電子黒板の整備は，急激

な伸びを示し，平成24年度末全国で72,000台

を超え，平成20年度比で約4.5倍となった。 

 本県の電子黒板の整備率は68.6％（平成24

年度末）で全国平均の74.7％には及ばないが，

年々増加傾向にあり，今後その有用性が認識

されるにつれ，普及が一層進んでいくものと

思われる。電子黒板は，授業を構成するため

に活用できる一つの道具であるが，効果的に

使えるように教師はその特徴を十分理解した

上で活用していくことが大切である。 

そこで，本稿では，より多くの教師が電子

黒板を積極的に授業で活用できるように，そ

の主な機能や活用の視点，日常の学習指導で

の活用の在り方について具体的に述べる。 

１ 電子黒板の主な機能 

  電子黒板は，コンピュータと大型ディス

プレイを接続したものであり，従来の黒板 

の板書としての役割に加え，画面への書き

込みや拡大表示など，様々な機能を備えて

いる。これらの機能を活用することで，教

師と児童生徒間，教材と児童生徒間，さら

に，児童生徒同士のコミュニケーションを向

上させるためのプラットホームとしての役

割を担えるものである。 

  電子黒板の主な機能としては， 

  ① 画面上での直接操作 

  ② 画面への直接書き込み 

  ③ 画面の保存（履歴） 

 がある。以下，電子黒板の主な機能につい

て具体的に述べる。 

 (1)  画面上での直接操作 

  表示された画面を直接タッチして，コ

ンピュータを操作することができる。教

師は， 操作のためにコンピュータまで

移動する動きもなくなる。また，児童生

徒と対面して授業を続けられるので，効

率的に授業ができ，児童生徒の集中力が

途切れにくくなる。 

 (2) 画面への直接書き込み 

画像や一時停止した動画，図表などに

様々な色や太さの文字を書き込むこと

ができる。また，正確な直線,円などを

描いたり，描いた後に移動させたりする

こともできる。さらに，児童生徒の作品

電子黒板の日常的活用に向けて 
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を画面上に取り込めば，元の作品に影響

を与えず，適切な指導の機会を捉えて書

き込みをしたり，一部だけ拡大し，指導

したりすることができる。 

 (3) 画面の保存（履歴） 

      画面上に書き込んだ内容を含めて画面

を保存できる。学習履歴の保存だけでな

く，瞬時に画面を呼び出せるので，効率

よく前時の学習内容の振り返りができる。 

また，保存した画像から必要なものを

並べて表示し，比較しながら違いに気付

かせることで，例えば学習課題を明確に把

握させることができる。 

２ 電子黒板の活用の視点と活用モデル 

    電子黒板の活用は，何のためにどのよう

に行うのか，明確な視点をもっておくこと

が大切である。例えば，矢継ぎ早にデジタ

ルコンテンツをただ提示していくといっ

た授業は，児童生徒が受動的になり，主体

的な学習活動を促すことはできない。 

情報教育を専門とし，ICTの効果的な活

用について研究している放送大学教授の

中川らは，電子黒板などを授業で活用する

視点について，表１のように整理している。 

  また，電子黒板活用効果研究協議会では電

子黒板の活用モデルを基本的なものから応

用的なものまで五つの形態に分類し，教師の

活用を表２のように，児童生徒の活用を表３

のようにそれぞれ示し，活用を促している。 

 

活用モデル 主な機能 提示物 使い方例 

板書 
書き込み 
保存 

文字 
図形・イラスト 

 板書，図やイラスト
等を描いて説明 

説明 

解説 

操作 
書き込み 
保存 

教科書・資料集 
児童生徒のノート 

ワークシート 
テスト・宿題プリント 

 拡大提示した教科
書の本文や挿絵，図，

グラフ等に，書き込み
ながら説明 

実演 
操作 
書き込み 

実験器具・用具 

 書写における筆の

使い方，裁縫，理科の
実験の様子を提示し，
書き込みながら説明 

コンテンツ 
操作 
書き込み 

デジタルコンテンツ 
 教師がコンテンツ
を電子黒板上で直接

操作しながら提示 

話合い 
書き込み 
保存 

教科書・資料集 
ワークシート 

話合いの記録 

 特別活動，国語，社
会などで，話合いの記

録を提示 

 

活用モデル 主な機能 提示物 使い方例 

回答 
書き込み 
保存 

教科書・資料集 
問題集・テキスト 

 問題文などを提示
して，児童生徒がその
答えを書き込む 

コンテンツ 
操作 
書き込み 
保存 

デジタルコンテンツ 
 児童生徒が電子黒
板上で直接コンテン
ツを操作 

発表 
操作 
書き込み 

ワークシート 
写真・ビデオ 
プレゼンテーション 
壁新聞 

 社会・図工などで
作った制作物や観察
記録などを提示し，書
き込みながら発表 

説明 
操作 
書き込み 
保存 

児童生徒のノート 
ワークシート 
デジタルコンテンツ 

 算数の図形や理科
の実験の予想などで，
自分の考えを提示，書
き込みながら説明 

話合い 
書き込み 
保存 

教科書・資料集 
ワークシート 
話合いの記録 

 特別活動，国語，社
会などで，資料や話合
いの記録を提示，書き
込みながら話合い 

 これらの視点や活用モデルを基に授業を

実践していく場合，ポイントは，例えば，

解説や凡例等の記載がない白地図を提示

し，電子黒板に教師，児童生徒が共に考え

方や意見を書き込んだり，調べたりしなが

ら正答を導き出すような授業を展開するこ

とである。教師，児童生徒の全ての活用モ

デルに「書き込み」の機能が使われている

ことからその重要性が確認できる。 

 また，従来の黒板や実物，ワークシート

などとの併用はもちろん，活用場面や他の

機器との組合せ（連携）による活用方法を

工夫することで指導効果が一層高まる。 

視点１ 知識・理解の補完・定着 

・ なかなか体験できないことを疑似体験する。 
・ 繰り返し練習する。 

視点２ イメージや意欲の拡充 

・ 見ることで想像力を刺激する。 

・ 実際の体験の意欲を促す。 

視点３ 学び方の補完 

・ うまくいくポイントをつかみやすい。 
・ 実験の手順が分かる。 

視点４ 課題や疑問への発展 

・ 見ることで様々な疑問がわいてくる。 
・ 学習課題に収束するようなきっかけになる。 

表１ 電子黒板などの活用の視点 

表２ 教師の活用モデル 

表３ 児童生徒の活用モデル 
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３ 電子黒板の活用効果を高める機器・教材 

   電子黒板と連携できる機器・教材には

様々なものがある。ここでは，電子黒板と

連携することで活用効果を高める代表的

なものについて述べる。 

(1)  実物投影機（写真１） 

教科書，図表，資料 

集などを簡単に電子黒 

板に映し出すことがで 

きる。また，植物や昆 

虫のような立体物（実 

物）も直接映し出せるので「ここを見せ

たい」というときにクラス全員に確実に見

せることができる。さらに，画像や動画

の保存ができる実物投影機では，その場

で画像を取り込み繰り返し映し出すこ

とができる。 

 (2) ワイヤレスペンタブレット（写真２） 

 受信機をコンピュー 

タに接続し，ペアリン 

グ（無線設定）をする 

と電子黒板に映し出し 

た映像に対して離れた 

場所からマウス操作をしたり，文字など

を書き込んだりすることができる。専用

のソフトがなくてもMicrosoft Office 

2007から新機能として加わったデジタ

ルインク機能（コンピュータに受信機を接

続すると有効になる）と連携することで，

Microsoft Word,Excel,PowerPointなど

のソフト上でマウス操作や書き込みが

できる。教師は生徒と同じ視線に立つこ

とができ，授業の客観的な評価にも役立

つ。また，生徒が自席から電子黒板の画面

に考えや回答を書き込めるので，効率よく

授業を進めることができる。 

 (3) 指導者用デジタル教科書 

指導者用デジタル教科書は，教科書を

補完する役割があり，教科書の文章，挿

絵，写真，図表を教科書どおりに大きく

表示して全員で共有できる。また，国語

や英語の授業で文章を読み上げたり，漢

字の筆順をアニメーションで表現した

りして，児童生徒の理解を深める効果が

ある。 

４ 電子黒板の活用上の留意点 

  電子黒板を効果的に活用する際に，特に

留意すべき点について述べる。 

(1) 視認性 

電子黒板に光が映り込まないよう設置

場所を工夫し，場合によっては照明を消

したり，カーテンを閉めたりする。電子

黒板のディスプレイは意外と小さく，文

字の表示や書き込みは，文字数を少なく

してフォントサイズを大きくする。また，

見えにくいフォントや色は避ける。さら

に，画像を拡大したときに画質が落ちな

いよう素材の解像度にも留意する。 

 (2) 活用効果 

黒板は，面積が広く大事な板書を消さ

ずに授業を進めることができる。そして，

その効果的な使い方も長年の間に様々な

工夫がなされ，受け継がれている。また，

実物を教材として提示することは授業の

基本である。電子黒板だけに偏った授業

ではなく，このような黒板や実物などと

電子黒板を組み合わせ，視覚的効果の高

い場面で活用することに留意する。 

写真１ 実物投影機 

写真２  ワイヤレス 

ペンタブレット 
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５ 電子黒板活用の実際 

   電子黒板を活用した実践例を，場面ごとに活用モデルと関連付けながら紹介する。 

 【導入時の活用】 

学習活動 指導上の留意点 
[小１算数] 

○ 前時の学習を振り返る。 

 

○ 前時では増加の場面につ

いて学習したことを想起さ 

 せる。 

[小３算数] 

○ 身近な敷き詰め模様

の画像を提示し，本時

の学習課題を把握する。 

 

○ 敷き詰め模様の画像から 

 図形を構成する要素に着目 

 し，図形の多様な見方に気 

 付かせる。 

  【展開時の活用】 

学習活動 指導上の留意点 
[小４国語] 

○ 場面や情景を想像さ

せる言葉を手掛かりに

読んだり，自分の感想

をまとめたりする。 

 

○ 主述の関係や会話文など 

 に注目して場面を読み取り 

 あらすじや課題を明確にさ 

せる。 

[小５算数] 

○ 台形の面積の求め方

を言葉，図，式を関連

付けながら説明する。 

 

○ 言葉，図，式を関連付け 

ながら説明したり，聞いた 

りすることができるように 

する。 

[中３社会] 

○ 居住地の歳出の変化

の原因を様々な資料か

ら考える。 

 

○ 複数年度の歳出のグラフ 

 を示し，グループで比較し 

 ながら資料を読み取らせる。 

【終末時の活用】 

学習活動 指導上の留意点 

[中２英語] 

○ 学習内容（単語や構

文）を振り返る。 

 

○ 新出英単語や学習内容の 

 要点を簡潔に示し，知識の 

 定着を図る。 

 

 

 

 

 

 

 電子黒板は，従来の黒板としての役割に加

え，図形，静止画，動画を瞬時に提示するこ

とができる。また，教師の書き込みや児童生

徒の書き込みを保存することで，いつでも授業

の振り返りや，思考の継続を促すことができる。 

 しかし，活用の視点を明確にしておかなけ

れば，児童生徒が置き去りになり，深まりの

ない授業となる。また，黒板の板書をそのま

ま電子黒板で表現することはできない。アナ

ログの黒板とデジタルの電子黒板の効果的な

併用こそが大切である。 

 電子黒板の有用性を認識し，各学校で分か

りやすい授業の展開を目指して，様々な機器

や教材との組合せを工夫した電子黒板の日常

的活用に積極的に取り組んでいただきたい。 
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                 （情報教育研修課） 

教師の活用モデル（コンテンツ）【視点２】 
○ アニメーション（コンテンツ）を操作し，ブロックでの 
増加の場面を提示する。前時の学習を振り返りながら想像 
力を刺激し，本時の学習課題に結び付ける。 

[ポイント] 
○ 電子黒板の保存（履歴）機能から前時の板書を呼び出し， 
 本時の学習内容の把握を効率的にする。 

児童生徒の活用モデル（説明）【視点４】 
○ 敷き詰め模様の画像に,見付けた形を電子ペンで囲み,書き 
込みながら説明する。様々な疑問をもたせるようにする。 

[ポイント] 
○ 電子黒板の拡大機能ではっきりと確認できるようにし， 
 多くの図形に気付けるようにする。 

児童生徒の活用モデル（説明）【視点３・４】 
○ 平行四辺形や三角形の求積方法を基に，台形の面積の

求め方を考え，言葉，図，式を関連付けながら説明する。 
[ポイント] 
○ 電子黒板に複数の意見を提示し，自分の考えと友達の

考えを比較させ，学習のポイントをつかませる。 
 
 

教師の活用モデル（説明，解説）【視点４】 
○ デジタル教科書を使用し，教科書ビューで本文を提示
しながら主語や，会話文に線を引き提示する。学習課題
に収束するようなきっかけをつくる。 

[ポイント] 
○ 電子黒板の書き込み機能で主人公に応じて色分けして 
 線を引いたり，印を付けたりして説明する。 
○ 挿絵を拡大機能で拡大し，全員で情景を共有する。 

児童生徒の活用モデル（発表・説明）【視点４】 
○ 資料の比較結果や，歳出の変化の原因についてグルー
プで話し合った結果を提示し，根拠を示しながら説明す

る。また，学習課題に収束するようなきっかけをつくる。 
[ポイント] 
○ 電子黒板に複数の資料を並べて表示し，書き込み機能 

 や拡大機能を活用して，聞き手に分かりやすく説明する。 
○ インターネットに接続して現在の居住地の地図や，写
真などを示すことで，より現実的かつ具体的に説明をす

ることができる。 

教師の活用モデル（コンテンツ）【視点１】 
○ フラッシュ型教材を使用し，生徒に復唱させなが
らテンポよく画面を切り換え繰り返し練習する。 

[ポイント] 
○ 電子黒板を操作し，テンポよく復唱させる。また， 
 保存（履歴）機能を用い，本時の板書を示し，要点 

 を押さえた振り返りを効果的かつ効率的に行う。 

鹿児島市立山下小学校 植田龍童教諭の実践を基に作成 

デジタルペン＊での入力 

 

電子黒板での説明 

＊ 机上の紙に記入した内容が電子黒板に送信される ICT 機器 

 

※（視点は p2表１を参照） 


